
（学校運営協議会・報告様式） 

 

令和４年度 第２回  若松小学校 学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和  ４年  ６月 ２４日（金）１６：００ ～１７：００   

 

２ 場 所  会議室 

 

３ あいさつ（学校長，委員長） 

（委員長） 

 ・第 2 回の議事内容について，熟議をお願いしたい。 

（学校長） 

 ・児童のマスク着用について，外での活動，体育，登下校では外すよう指導をしている。登

下校中に外していない児童が多く，PTA や見守りの方からもお声がけをいただいている。 

 

４ 協議内容 

（学校長より） 

（１）学校の環境整備について 

  ・5/28 に，地域づくり協議会や PTA の皆さんにお世話になり，プール周辺や校舎周りの草

刈り，樹木の剪定をしていただいた。皆様のおかげで学校環境が維持されている。 

 ・8/20 のクリーンスクールに向けて，8/6 に事前草刈り（草刈り機を使用）を行う。 

 

（２）千代崎中学校区地域防災訓練と引き渡し訓練について 

 ・千代崎中校区での実施は中止。若松小として津波発生を想定した避難訓練を実施予定。 

また，不審者や台風時に備え，今年度は 9/7 に学校での引き渡し訓練を計画している。 

その際，駐車場の誘導等のため，PTA の役員さんや地域の方にご協力をお願いしたい。 

→地域安全部へ申し伝える。 

 

（体育担当より） 

（３）交通事故について＜追加事項＞ 

・本校児童の交通事故について説明。幸い軽いけがですみ，翌日から登校できたが，学 

校長より朝，校内放送で全校児童に交通安全について強く呼びかけた。6月末に交通 

安全教室を実施し安全指導を継続していくが，昨年から続いており大きな課題。 

    →学校だけの責任ではない。地域でも対策を立てなければまた起こるだろう。 

地域全体でしっかり考えたい。 

 

（３）学校支援ボランティアについて 

   ・消毒ボランティアは 3年目に入り，日々お世話になり感謝申し上げます。 

   ・読み聞かせは 7月より開始，今後も「できる人が，できることを，できるときに，無 

理なく」を基本に，ご協力いただける方にはご連絡をいただきたい。 

 

 



（４）運動会について 

 ・10/1（土）午前開催とする。児童は弁当を教室で食べ，5限目に振り返りや片付けを行い 

14：10 に下校予定。観覧に制限等を設けるため，PTA の方には前日準備のほか，当日の巡 

回等でもご協力をお願いしたい。また，テント設営には地域の方のお力をおかりできると 

大変ありがたい。 

→ 地域にはテント設営に堪能な方が多いので，依頼があれば協力する。また，安全対策 

もしっかりしていく必要がある。 

（PTA）前日からの準備について了承。 

 

 （地域 CO.より） 

（５）ラジオ体操について 

 ・若松地区としては地域交流，青少年健全育成の場として推進する。PTA から自治会にも協 

力を呼びかけ，取組をお願いしたい。また，先生の参加を子どもたちがとても喜んでい 

る。学校から児童へ積極的な参加を呼びかけてほしい。 

→取組については PTA 地区委員へ依頼済み。 

 

（教頭より） 

（６）青色パトロール隊感謝の集いについて 

  ・7/6（水）14：00 より，児童会主催で行う。（雨天中止） 

 

 （地域づくり協議会事務局長より） 

（７）ふれあいフェスタ若松について 

  ・10/23（日）開催予定。場所については検討中。小学校からは 3年，5年が参加予定。 

 

（８）地域コーディネーターより 

  ・海岸清掃，光太夫出前授業とフィールドワーク，太鼓引継ぎ式の報告。 

  ・コミュニティスクール研修会（6/17）の還流報告。 

 

（９）意見交換 

  ・交通安全への対策は，今後地域の問題として立案，実施する。協力をお願いしたい。 

・ラジオ体操の実施にあたり，PTA から自治会へ申し出があれば協力する。 

  ・学校だよりに交通事故に対する取り組みを毎号載せることで，一番重要視していること 

を訴える。 

 

（加藤 C・S推進アドバイザーより） 

（１０）教育委員会より 

  ・交通安全について，地域全体の問題というご意見をいただきありがたい。市全体でも事 

故が増加，小中で 22 件に達している。自転車での事故が多い。 

・若松は，協働型 CS が進んでいる。5年生の光太夫の学習は，まさに地域のよさを知り， 

将来まちの担い手を育成する取組だと感じた。次のステップとして，さらに，子どもた 

ちの主体性を伸ばすような手立てを工夫し，前回話題となった児童の達成感や自己肯定 

感につなげていけるとよい。 


